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【はじめに】
麻布獣医学園は，明治 23年（1890）に東京獣医講
習所として開設されて以来，戦災による苦難を乗り越
え，現在では獣医学部および生命・環境科学部を設置
する大学として平成 27年に 125周年を迎えた。本講
演では麻布獣医学園が創立から終戦までの間に掲載し
た代表的な広告を紹介する。来年，平成 29年（2017）
麻布獣医学園は相模原移転 70周年を迎える。
【東京獣医講習所】
明治 23年（1890），與倉東隆により東京獣医講習所
が開設された。確認できる学園最初の広告は，明治
23年（1890）9月 19日付の読売新聞であり第 1期生
の募集が掲載されている。
【麻布獣医学校】
明治 27年（1894），東京獣医講習所から麻布獣医学
校に名称を改めた。明治 34年には蹄鉄工科を新設し
た。広告には，特典として本科では「無試験開業の資
格及び徴兵猶予の特典を有す」，蹄鉄工科では「無試
験開業の資格を有す」と記載されている。 
【麻布獣医畜産学校】
明治 45年（1912），校名を麻布獣医畜産学校と改め
た。広告では，特典に「無試験獣医師開業」，「幹部候
補生出願資格」が記載されている。このように明治，
大正，昭和と学園は着実に発展していったのである。 
【麻布獣医専門学校】
昭和 9年（1934），麻布獣医専門学校設置の認可を
受けた。昭和 12年（1937）には獣医師法による専門
学校の指定を受けた。広告には特典として「無試験獣
医師開業」，「陸軍獣医将校同依託生徒採用」が記載さ
れている。
【麻布蹄鉄専修学校】
昭和 14年（1939），麻布獣医畜産学校は麻布蹄鉄専
修学校に名称を改めた。広告では麻布獣医専門学校と
麻布蹄鉄専修学校が併記されている。麻布蹄鉄専修学
校は，戦後の昭和 22年（1947）10月に廃止された。
【麻布獣医畜産専門学校】
昭和 19年（1944），麻布獣医専門学校は校名を麻布
獣医畜産専門学校に改めた。昭和 19年（1944）12 月
26日付の朝日新聞に掲載された広告が確認できる範
囲内であるが終戦前最後の広告となる。そして麻布獣
医畜産専門学校の校名で終戦を迎えたのである。
【麻布獣医科大学から麻布大学】
昭和 20年（1945）5月 25日，アメリカ軍の空襲に
より麻布獣医畜産専門学校，麻布蹄鉄専修学校は一瞬
にして焦土と化した。そして学園は，多くの苦難を乗
り越え相模原に移転し再起した。昭和 25年（1950）4
月には麻布獣医科大学が開学した。昭和 55年（1980）
4月，麻布獣医科大学は麻布大学に名称を変更して現
在まで発展を遂げている。
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